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2 0 2 1 - 2 2 年 度 国 際 ロ ー タ リ ー テ ー マ  

「 奉 仕 し よ う  

み ん な の 人 生 を 豊 か に す る た め に 」  

2 0 2 1 - 2 2 年 度 ク ラ ブ テ ー マ  

「立ち向かおう！   

ロータリアンの総意を結集して」  

 

週  報  第 ２ ６ １ ８ 回  

２ ０ ２ １ 年 ７ 月 １ ６ 日  

              八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ  C L U B  N O . 1 5 0 7 0  

今 回 例 会 行 事          テーマ：委員会活動計画発表  

担  当：会長・幹事  

７月３０日 テーマ：   

担  当：会員増強委員会      卓話者：小村昌三会員

♦ ♢ ♦ ♢第 ２ ６ １ ７例会 ♢ ♦ ♢ ♦  

司会  江口茂勇  
 

「 我 ら の 生業 」  「 四つの テ ス ト 」  
 

お客様  
 
株式会社川城建設  

代表取締役  川城直樹様  
 

会 長 挨拶     会 長  江頭泰利  

 
皆 さん こ んに ちは 。  
先週の土日に か け て 、 豪 雨に 見舞われ ま し

た が 、 皆 様 の お住 ま い の 地域 で は お変 わ り あ
り ま せ ん で し た か 。 特 に 熱 海 の 伊 豆 山地 区 で
土 石 流 が 発 生 し 、 ２ ０ 数 人 が 不 明 に な っ て い
る 様子で 、 その映像を ﾃﾚﾋ ﾞで 見 ま し た ら 、 も の
す ご い勢い で 、付近の民家や電柱 を な ぎ倒す
様 子 は 、 す さ ま じ く 自 然 の 破 壊 力 の 怖 さ を ひ
しひ し と 感 じ た と こ ろです 。  
ま た 、 ２ 週 間 後 に は 無 観 客 で の ｵﾘﾝ ﾋ ﾟ ｯ ｸの

開幕 を控え る なか 、 １ １ 日 で期限を迎 え る千葉
県 の 蔓 延 防 止 措 置 も 延 長 さ れ る 見 込 み で あ
り 、 首 都 圏 の 蔓 延防止 措 置 も 東 京 で は ４ 回 目
の緊急事態宣言に変更 され る 見込み です 。 引
続 き感染に注意 し なければな り ません 。  
先 ほ ど の 理 事 会 に 於 い て 、 例 会 場 入 り 口

で 、 体温測定 し記録表に体調の状況 を記入 し
て い た だ き 、 ３ 密 を 避 け 、 ﾏｽｸを 着 用 し 、 食 事
は 会 長 幹 事 の 挨 拶 や 幹 事 報 告 の 間 に お し ゃ
べ り を し な い で 食べ て も ら う こ と で 例会の継続
の 承 認 を 頂 き ま し た 。 さ て 、 こ れ か ら 、 会 長 と
し て の 仕 事 に 力 を 注 が な け れ ば な り ま せ ん
が 、 ６ 月 末 ま で 幹 事 で 、 今 月 か ら 会 長 と い う こ
と で 、 頭 を 切 り 替 え て先頭に立 っ て 、 先週 、 会
長 と し て の 所 信 表 明 を し ま し た 内 容 を 具 体 的
に実施 してい こ う と い う と こ ろ です 。 ま ず 、私が
掲 げ る ２ 大 ﾃｰﾏで あ る 「 会 員 基 盤 の 拡 大 」 「 奉
仕活動の実施 」 を車の両輪 と し て活動 してゆ く
こ と で す 。 そ の た め に は 、 単 年 度 制 の 弊 害 を
克服 し 、 複 数 年度 に 跨 る 継 続的 な ﾌ ﾟﾛｼ ﾞ ｪ ｸ ﾄと
し て 「 ｸﾗﾌ ﾞ戦 略 計 画特 別 委 員 会 」 に お い て 計
画立案 を 図 り 、 実 施 し て ゆ く 予定 で お り ま す 。
本日の理事会に於いて 、 「 ｸﾗﾌ ﾞ戦 略 計画特別
委員会 」 の 設置及び同委員会の ﾒﾝﾊ ﾞｰを 審 議
し て い た だ き 、 承 認 を 頂 き ま し た 。 こ の 内容 に
つ い て は 鈴 木 幹 事 よ り こ の 後 、 ご 報 告 い た し
ま す 。 い ず れ に し て も 、 こ の ２ つ の ﾃｰﾏは 、 ｸﾗ
ﾌ ﾞ 運 営 の 中 で 最 も 大 き な 課 題 と 思 っ て い ま
す 。 先輩の ﾊﾟｽﾄ会 長 の 皆 さ ん に ご意見 をお伺
い し て も 、 特 に 「 会 員基盤拡大 」 の ﾃｰﾏは 、 入
会候補者の選定が非常に重要で す 。 ま た 、 八
千 代 Ｒ Ｃ は 、 ７ ０ 歳 以 上 の 会 員 の 方 の 割 合 が
全会員 の ５ ０ ％ を 超 え て い ま す 。 こ の 点 で も 、
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年 代 の 若 い ４ ０ か ら ５ ０ 歳 代 の 若 い 世 代 の 入
会が不可欠です 。 早速 、 上代会員の ご紹介で
小 林 鷹 之 衆 議 院 議員 の 入 会 式 を 今 年 度第 一
例 会 で 幸 先 よ く 執 り 行 う こ と が で き ま し た 。 こ
の 件 も 数 年前 か ら上代会員が ご 依頼 さ れ て い
て よ う や く 入 会 に こ ぎ つ け ら れ た も の で す 。 こ
の よ う に 、 １ 年 単 位 の ﾛｰﾀ ﾘｰの 委 員 会 制 で は
必 ず し も そ の 年 度 内 に 入 会 に こ ぎ つ け る こ と
は簡単ではあ り ま せん 。 そ こ で 、 複数年に跨 る
案 件 も あ る こ と か ら 「 ｸ ﾗ ﾌ ﾞ戦 略 計 画 特 別 委 員
会 」 で 複数年度におい て し っ か り 引 き 継 ぐ こ と
が重要 と考えてい ます 。  
５ 月 ２ １ 日 に は 、 １ 年 間 に ５ １ 名 の 増 加 を 成

し遂げた高崎 ﾛの会員増強の YouTube を ご紹
介 し ま し た 。 そ の中では 、 い ろん な角度か ら会
員 に ｱﾝｹｰ ﾄを 実 施 し て い ま し た 。 若 い 世 代 の
会 員 が 若 い 世 代 の 候 補 者 を 入 会 さ せ る 構 図
が 出 来 上 が っ て い ま し た が 八 千 代 Ｒ Ｃ で は 、
歴 史 も 、 風 土 も 異 な り 、 そ う 簡 単 に 行 く と は 思
われません 。 いずれに し て も 、 総意 を結集し て
会員基盤の拡大が必要 と感 じ てい ます 。  
一 方 で 、 「 奉 仕 活 動 の 実 施 」 に つ い て は 八

千代社会福祉協議会で 実施 し て い る 事業 と し
て 、 ① 「 生 活 困窮 者自 立 支援 事業 ・ 就 労 準 備
支援事業 」 ② 「 ゆ い の わ 八千代 」 ③ 「 子 ど も の
居場所づ く り 」 が あ り ま す 。 そ の中で も 「 子 ど も
の 居 場 所 づ く り 」 で は 現 在 、 ３ か 所 に 「 ふ ら っ
と ﾎｰﾑ」 （ 大 和 田 、 緑 が 丘 、 ｸ ﾞ ﾘｰﾝﾋﾙ大 和 田 新
田 ） で 恵 ま れ な い 子供 に 対 し て 食 材 の 提供 を
し てお り 、 月 に １ 度 ですが ３ か所でお よ そ １ ０ ０
人 の 子 供 が 集 ま っ て き て い ま す 。 こ れ に 対 し
て 、 寄 付 行 為 が で き る の で は な い か と 企 画 し
て ゆ き た い と 思 い ま す 。 会 員 皆 様 の 総 意 が な
い と 実 現 で き な い と 思 い ま す 。 よ ろ し く ご 支 援
お願い申 し上げ ます 。  
 

幹事報告     幹事  鈴木利雄  
 

【 理 事会報告 】  
・ 蔓 延 防 止 重 点 措 置 発 令 期 間 中 の 例 会 に つ
いては これ ま で通 り開催 。  
・ 2020-21決算 、 2021-22予算案について承認
され ま した 。  
・ 2021年 度 ｸﾗﾌ ﾞ戦 略 計 画 特 別 委 員 会 ﾒﾝﾊ ﾞ ｰ
宮 田 、 江頭 、三井 、 安宅 、稲山 、遠藤 、 佐野 、
飯 田 、 福 田 、 杉 山 、 君 塚 欣 哉 、 中 村 、 杉 、 鈴
木利雄の １ ４ 名 （ 敬称略 ）  

７ /１ ６  第 １回委員会開催  
・ 会 員増強委員会特命委員任命  

杉山 ・ 飯田 ・ 日下部 ・ 山浦 （ 敬称略 ）  
【 そ の 他報告 】  
・ 青 少年交換学生募集の ﾁﾗｼが 届 き ま した 。  
・ 日 本 の ﾛｰﾀ ﾘｰ 100周年 記念誌 （ 地 区 版 ） を １
冊 2 , 000円 で 販 売 し ま す の で ご 希 望 の 方 は 事
務局 までお声がけ下 さい 。  
・ 佐 倉 RC５ ０ 周 年 記 念講演 の 案内 を 配 布 し ま
し た 。 希望者はご自身でお申 し込み下 さい 。  
 

地区役員委嘱状手交  
 
青少年交換委員会   委員  久土地  剛会員  
 

表  彰  
 
第 ３ 回 ポ ー ル ・ ハ リ ス ・ フ ェ ロ ー  杉  晟 会 員  
 

委員会報告  
 
親 睦 活 動 委 員 会      委 員 長  菊 川 秀 明  
 
・ 昨 年の ﾃｰﾏ旗に ﾒｯｾｰｼﾞの ご 記入 をお願い
致 し ます 。  
・ ８ /６ 直 前会長幹事慰労会について回覧し ま
すので出欠の ご記入をお願い し ます 。  
 

お祝い  
 
本 人 誕 生 日 ： 三 井 啓 久 会 員 ・ 江 口 茂 勇 会 員  
夫 人 誕 生 日 ： 宮 田 愼 吾 会 員 ・ 田 村 隆 治 会 員  

久土地  剛会員  
 

例 会 行 事  
委 員 会 活 動 計 画 発 表  

 
幹事  鈴木利雄  

 
２ 週 に 渡 り 皆 さ ま に 報 告 し て 頂 き ま す 。 ひ と

り ５ 分弱のお時間で発表をお願い致 し ます 。  
 
会場監督 (Ｓ Ａ Ａ )       正 Ｓ Ａ Ａ  飯田明彦  
 
[基本方針 ]会長 ﾃｰﾏ、 運営指針に則 り 、 会員
相互の理解 と親睦が図れ る よ う 例会運営を目
指 し ます 。 ま た 、 関係各委員会 と の連携を密
に 、厳粛な中に も和やかな雰囲気のあ る会場
設営を心がけ ます 。  
〔 活 動計画 〕  
1 .  ｳｲﾙｽ感 染対策に十分配慮 した う え で 、会
員相互の交流が深め られ る会場設営に心が
け ます 。  
2 .  会場設営の確認 と 、 速やかなお客様対応
に心がけ ます 。  
3 .  会長 、幹事 をは じめ各関係委員会 と連携
し て 、 会場変更等の場合 も例会運営に支障
が出ない よ う に努めます 。  
4 .例会時間厳守の奨励 、例会中の私語に対
す る注意喚起等 、 コ ロ ナ禍における秩序あ る
例会運営が出来 る よ う 取 り 組み ます 。  
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ク ラ ブ管理運営委員会統括委員長兼  
ク ラ ブ奉仕委員長  三井啓久  

 
[基本方針 〕 ｸﾗﾌ ﾞ管 理運営委員会所属委員会
の方針を個別に尊重す るだ けでな く 、 横の絆
を強化 し て ｸﾗﾌ ﾞの 運営に携わ り 、 所属委員会
のみな らず関連委員会 と の連携の橋渡 しに
努め ます 。  
「 例 会の充実 」 の 観点か ら会員増強 、例会出
席率向上を支援 し 、会長の ﾃｰﾏに則 り 、 総意
を結集 し立ち向かってゆ き ま す 。  
〔 活 動計画 〕  
1 .ｺﾛﾅ禍 、 ｺﾛﾅ後 を見据えた従来の形に と ら
われ ない例会の形を模索 し ます 。  
2 .所属各委員長 、委員 と相互の ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
機 会 を新型 ｺﾛﾅ感染対策を遵守 し執 り  
行い ます 。  
3 . ｺﾛﾅ後 を 見 据 え た 新 た な 形 態 の 活動 、 行 事
は持続性 、協調性を考慮 して計画 し ます 。  
 
ク ラ ブ奉仕委員会  
〔 基 本方針 〕 本年度 も ｺﾛﾅ禍 が収束 し ない状
況での活動を余儀な く さ れ てゆ く と 思われま
す 。 こ の よ う な情勢の中 、目先の動向に と ら
われず ｺﾛﾅ後 も 見据えた柔軟な対応で 、持続
性を伴 う変化に と んだ ｸﾗﾌ ﾞ活 動 を支援 し ます  
〔 活 動計画 〕  
1 .各行事 、活動に計画段階か ら協力体制を と
り 、 新型 ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染対策や ｺﾝﾌ ﾟﾗｲｱﾝｽに
遵守 され てい る か を ﾁｪｯｸす る委員会 と し て機
能 し理事会に委ねます 。  
2 .ｸﾗﾌ ﾞ運 営 の将来にかかわ る事項について
は持続性や恒常性を見極めた上支援 し ます  
3 .  ﾜｸﾁﾝ接 種済会員 と未接種会員が混在す
る時期の ｸﾗﾌ ﾞ運 営 を ｻﾎﾟｰﾄし ま す 。  
 
出席委員会          委員長  日下部良夫  
 
[基本方針 ]八千代 RC の会員は 、例会に参加
す る こ と を義務 と し て基本毎週金曜日には参
加す る事で会員同士の親睦を深めて頂ける
よ う に 努め出席率を高めて参 り ます 。  
〔 活 動計画 〕  
1 .例会への出席率を毎回報告 します 。  
2 .欠席会員には メー ク ア ッ プ をす る よ う に伝
え ます 。  
3 .皆出席者を表彰いた し ま す 。  
 
プ ロ グ ラ ム委員会      委員長  田村隆治  
 
〔 基 本方針 〕 こ こ 数年 、様々な こ と が制限 され
る中ではあ り ますが 、例会 を有意義な もの と
す る ため 、内容の充実を図 り 、 関係委員会 と
協力 し て魅力あ る ﾌﾟﾛｸ ﾞﾗﾑ構成に努めます 。  
[活動計画 〕  
1 .例会日程に基づき 、 例会の担当委員会へ
周知 し 、 依頼 し ます 。  
2 .ス ムーズな例会進行に努めます 。  
3 .関係委員会 と協力し 、 例会内容の充実を
図 り ま す 。  
 

親睦活動委員会        委員長  菊川秀明  
 
[基本方針 ]会長の ﾃｰﾏで あ る 、 「 立 ち向かお
う ！ ﾛｰﾀﾘｱﾝの 総意 を結集 し て 」 に基づ き 、 ﾛ
ｰﾀﾘｰｸﾗﾌ ﾞの 活動の重要な柱であ る会員相互
の真の親睦を図 る こ と が き る よ う 、 他の委員
会 と連携 し なが ら 、 活動いた し ま す 。  
[活動計画 〕  
1 .直前会長 ・ 幹事慰労会  ８ /６  
2 .月見の会 (新入会員歓迎会 )  １ ０ /１ ５  
3 .ク リ ス マ ス家族会  １ ２ /１ ７  
4 .新年会  １ /７  
5 .親睦旅行  ５ /２ ６ 〜 ２ ７  
6 .親睦ゴルフ コ ンペ  
その他親睦行事 を予定 してい ますが 、新

型 ｺﾛﾅｳｲﾙｽの感染状況に よ っ ては 、上記行
事について 、中止や延期等が な され る可能
性があ り ま す 。  
一継続活動一  会員 ・令夫人誕生日 ・ 結婚記
念日に記念品を贈呈 。  
ニ コ ニ コ ・ 友愛ボ ッ ク ス への協力要請及び受
付 ・ 管理 。  
 
会員増強委員会   統括委員長  安宅照男  
 
〔 基 本方針 〕 当 ｸﾗﾌ ﾞが 活力に満ちた奉仕活動
を行い 、地域の方々に自信 と誇 り を持 ち 、 1
人で も多 く の 適格者に ﾛｰﾀﾘｰに入会 し ません
か と誘 え る ｸﾗﾌ ﾞに し常に自 ら を高め親睦を通
し友情 と信頼を深め ｸﾗﾌ ﾞの 連帯 を強め ます 。  
〔 活 動計画 〕  
1 .会員増強 1 人で も多 く の適格者に ｸﾗﾌ ﾞに 入
会 し た い とい う 興味 を与え 、 ま た ｸﾗﾌ ﾞ会 員の
減少 をふせぐ ために 、内部の拡大のために
現行規定を十分かつ意図的に利用 し 、 地元
地域社会への奉仕を維持 、改善 し 、 個々の
会員を効果的に参加させ 、 その関心を絶え
ず引 き付ける よ う な活動 を行います 。  
2 .会員選考新入会員候補の会員 と し ての適
性を知 るため従来通 りすべての会員に語る と
共に最終選考は当 ｸﾗﾌ ﾞ細 則に照 ら し実施 し
ま す 。  
3 .職業分類あ らゆ る職業に対 しその正義を理
解 し 、 次世代に繋 ぐ各種の職業その代表者
を ﾛｰﾀﾘｰの 正会員 と し て迎え 、地域社会の発
展に寄与 し ます 。  
 
青少年奉仕委員会   委員長  佐々木俊一  
 
〔 基 本方針 ]次代を担 うべ き若者が地域を愛
し 、 国 を尊び 、 そ し て世界中の多種多様な考
え方を深 く理解 し率先 し て行動で き る人 と な
る よ う ﾛｰﾀﾘｰの 奉仕の理想に基づいて 、青少
年健全育成事業に寄与 して参 り ま す 。  
〔 活 動計画 〕  
1 .  RYLA ｾﾐﾅｰへの参加を会員に依頼す る  
2 .青少年交換 ﾌﾟﾛｸ ﾞﾗﾑを 推進 し 、 協力体制を
整え る 。  
3 .青少年の国際交流を通 じ て 、 会員の世界
平和への思いを醸成す る 。  
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4 .青少年に関わ る団体 ・ 関連組織に支援 ・ 協
力 をす る 。  
お 手 元 に 青 少 年 交 換 の ﾁ ﾗ ｼを 配 布 し ま し

た 。 本 年 度 は 実 施 す る 事 に な っ て お り ま す の
で 、 貴重 な体験 をす る 若者が今後世の中の為
に な っ て く れ る と 思 い ま す し 、 海 外 か ら 来 る 若
者 も目 を輝かせて帰国 し てい く と 思い ます 。締
め 切 り が 迫 っ て い ま す の で 、 ご 興 味 あ る 方 は
ぜひお声がけ下 さい 。  
 
公共 ｲﾒｰｼﾞ委 員会統括委員長  

兼  ｸﾗﾌ ﾞ広 報委員長  稲山雅治  
 
[基本方針 〕 R I 会長の 『 SERVE  TO CHANGE 
L IVES"奉仕 し よ う みんなの人生を豊かにす る
ために "』 を 踏 ま え以下を方針 と し ま す 。  
各会員個人が 、 ﾛｰﾀﾘｱﾝと し て の誇 り を持ち
つつ行動す る こ と で 、 関係者や地域の人た  
ちに対 し ての広報活動 とす る こ と 。 こ れ か ら
の よ い出会いの機会を持つために 、常に情
報発信を続ける こ と 。 新 た な例会の方法 と し
て 、 ﾘﾓｰﾄな ど の活用を模索 し て参 り ます 。  
〔 活 動計画 〕  
1 .公共性の高い各種団体 ｲﾍﾞﾝﾄに 参加 し 、品
格あ る我が ﾛｰﾀﾘｰの ｲﾒｰｼﾞを 訴求 し ます  
2 .ﾎｰﾑﾍﾟｰｼ ﾞや ﾌｪｲｽﾌ ﾞｯｸな ど を利用 し 、 我が
ｸﾗﾌ ﾞの 活動報告を対外的に行い 、我が ｸﾗﾌ ﾞ
の 認知向上を目指 し ます 。  
3 .  週報の作成を行い 、会員への情報発信 、
保存 を継続致 し ます 。  
4 .My Ro t a ry の登録推進 、利用促進 し ます 。  
 
雑 誌 委 員 会        委 員 長  中 島  仁  
 
[基本方針 ]会員が購読義務のあ る 「 ﾛｰﾀﾘｰの
友 」 に関心 を持 って頂け る様活動を し ます 。  
〔 活 動計画 〕  
1 .会員に 「 ﾛｰﾀﾘｰの 友 」 への寄稿をお願い し
ま す 。  
2 .他の委員会 と協力し会員以外の方々に機
関紙を通 じ て ﾛｰﾀﾘｰ活 動 を知 って頂き ます 。  
ﾛｰﾀﾘｰの 友は １ 冊 220 円で購読が義務 と な

っ てい ますので 、是非お読み下 さい 。  
 
～ ニ コ ニ コ B O X～            \ 3 2 , 0 0 0 -  
 
☆ 活 動 計 画 の 発 表 よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  

江 頭 ・ 鈴 木 利 雄 ・ 中 村 ・ 朝 戸 ・ 稲 山 ・ 菊 川  

池田  

☆ 川 城 直 紀 様 よ う こ そ 八 千 代 ロ ー タ リ ー へ  

 飯 田 ・ 風 間 ・ 杉 山 ・ 田 村  

☆江 頭会 長 ・ 鈴 木 幹 事  

１ 年 間 よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  遠 藤  

☆本 日 も よ ろ し く お 願 い致 し ま す 。  

大中 ・ 日 下部 ・ 君 塚 桂 一  

☆遠 藤会 員八 ヶ 岳 よ ろ し く お 願 い致 し ま す 。  

宮野 ・ 安 宅 ・ 植 村 ・ 中 島貞 好  

☆新役員 の 皆様 よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  

鈴木正次  

☆残 念！ オ リ ン ピ ッ ク 無 観 客  

陸上 ﾁｹｯﾄ当 た っ て た の に ～  佐々木  

☆オ リ ン ピ ッ ク 無 観 客 残念    君 塚欣 哉  

☆オ リ ン ピ ッ ク ま で ２ 週 間 切 り ま し た 。  

頑張れ ニ ッ ポ ン ！  古 川  

☆毎 日雨 で困 っ た も ん です 。   上 代  

☆熱海で 災害に 遭わ れ た人 に  

お見舞い 申 し 上 げ ま す 。  渡 邊  

☆ 日 本 会 議 に 入 会 頂 い て い る 多 く の ﾛｰﾀ ﾘ ｱ ﾝに

総 会 講演 会 が 7 / 4 無 事に終 了 し ま し た 。 今 後 と

も よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。    江口  
 
～ 友 愛 BO X～           合計￥ 2 0 , 0 0 0 -  
 
☆ ﾊ ﾞ - ｽﾃ ﾞ ｰ ﾌ ﾟ ﾚ ｾ ﾞ ﾝ ﾄあ り が と う ご ざ い ま す 。 委 員

会 活 動 ( ２ 回 目 ) よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  

川 城 さ ん よ う こ そ 八 千 代 Ｒ Ｃ へ 。  三 井  

☆ あ り が と う ご ざ い ま す 。    江 口  

☆ 愛 人 に お 花 有 難 う 。    宮 田  

☆ き れ い な お 花 あ り が と う ご ざ い ま す 。 田 村  

☆ な か な か 参 加 で き ず す み ま せ ん 。 久 土 地  

☆ コ ン ニ ャ ク 温 湿 布 で 肝 臓 を 温 め 、 膝 の 痛 み が

和 ら ぎ 元 気 が 出 て き ま し た 。  佐 野  
 

～ 第 ２ ２ 回  八 ヶ 岳 ゴ ル フ ツ ア ー ～  
 

７ / ９ 〜 １ １ 日 、 第 ２ ２ 回 八 ケ 岳 ｺ ﾞ ﾙ ﾌ ﾂ ｱｰに 行 っ

て き ま し た 。 昨 年 は 残 念 な が ら 開 催 で き な か っ

た の で す が 、 本 年 は 他 ｸﾗﾌ ﾞの 方 も 含 め 総 勢 ２ ０

名 が 参 加 さ れ ま し た 。 雨 予 報 で し た が ほ と ん ど

降 ら れ ず ２ 日 間 楽 し く ﾌ ﾟ ﾚ ｲす る こ と が で き ま し

た 。 参 加 さ れ た 皆 様 お 疲 れ さ ま で し た ！  

 近隣クラブ例会日  
火 曜 日  四 街 道 R . C  
火 曜 日  八 千 代 中 央 R .C  
水 曜 日  習 志 野 R . C  
水 曜 日  佐 倉 中 央 R . C  
木 曜 日  佐 倉 R . C  
木 曜 日  習 志 野 中 央 R .C  

  例会場  
四 街 道 ゴ ル フ ク ラ ブ  

ウ ィ シ ュ ト ン ホ テ ル ・ ユ ー カ リ  
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館  
第 1ｳｨｼｭﾄﾝﾎﾃﾙ･ﾕｰｶﾘ第 3夜 間 ｵﾘﾍﾞｰﾄ  
フ ラ ン ス 料 理  シ ェ ・ ム ラ  
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館         ７ 月の ロー タ リ ー レー ト  1 ド ル￥ 111-  

 会 員  
総 数  

出 席  
対 象 者  

出 席 者  ％  

７ ／ ９  ５ ５  ５ ２  ４ ８  92 . 31  

■ ク ラ ブ 広 報 委 員 会  委 員 長 : 稲 山 雅 治  副 委 員 長 : 浅 野 正 幸  委 員 : 山 﨑 克 已  久 土 地  剛  
■ 出 席 委 員 長  日 下 部 良 夫  ※ 欠 席 の 際 は 必 ず 火 曜 日 ま で に 出 席 委 員 長 に 連 絡 し て 下 さ い 。  
■ 例 会 日  金 曜 日 1 2 : 3 0～ 1 3 : 3 0  
■ 例 会 場  ﾊ ﾟ ｯ ｿ ･ ﾉ ｳ ﾞ ｨ ｰ ﾀ（ 〒 2 7 6 - 0 0 4 9 八 千 代 市 緑 が 丘 1 - 1 - 1 公 園 都 市 プ ラ ザ 1 F  F A X 0 4 7 - 4 5 0 - 0 0 5 0）  


